
 

 

 

 
 
 

～ ２学期を振り返って ～ 

校長 田 中 敏 春 

保護者の皆様、地域の皆様には、日頃より本校の教育活動に温かい御理解と御支援を賜り、心

より感謝申し上げます。 

本日２学期の終業式を迎えました。８月のまだ猛暑が続く中の２学期スタートでしたが、今は

すっかり積雪の状況となり、季節の移り変わりからも分かるようにとても長い学期でしたが、大

きな事故やけがもなく、こうして無事に締めくくることができましたことを大変うれしく思いま

す。 

さて、２学期は、各学年での現場実習、学校祭と本校の教育活動において生徒の学びが大きく

広がるとともに、仲間との協働を通して自己実現、他者実現を図るために必要なことを体験的に

学ぶという、とても大切な学期でもありました。 

現場実習では、実際の職場等における実習を通して、自分のよさを知り自分の進路を考える材

料を得ること、経験の幅を広げ、より具体的な進路希望を持つこと、そして自らが選択した進路

希望を実現するためにより実際に近い就労体験をするなど、それぞれの目標に対して真剣に取り

組む姿が見られました。 

学校祭では、自分の良さ、仲間（相手）の良さ、それぞれを認め合い発揮し喜びを感じ、また

チャレンジしたいという意欲も持ったり、自ら考え、工夫を重ねて主体的に取り組んだりする様

子が随所に見られました。 

いずれの学習活動も、自分だけではなく「人とつながり それを広げながら お互いの良さを

認め合い 発揮し より良く生きる」ために必要な「生きる力」を身につけるためにとても大切

なことを学ぶ機会となっています。 

改めて、生徒の頑張りを支えていただいた保護者の皆様、現場実習等、多岐にわたり御協力を

いただいたそれぞれの地域の方々に感謝申し上げます。  

明日から冬休みに入ります。ぜひ、ご家庭などにおかれましては、お子さんと「自分の良さに

気づき、その良さを伸ばすことができたか」「日頃の学習をとおして、できるようになったこと、

気づいたことはどんなことか」「学校生活、寄宿舎生活を通して仲間の良さに気づき、仲間を大切

にして、ともに学び合う気持ちは高まったか」「毎日の学校生活を楽しみながら、また学びたい、

もっと学びたい（チャレンジしたい）という気持ちは持てたか」「自分が達成したいという目標を

持つことはできたか」ということについて対話を通して振り返り、来る３学期に向けて学ぶ意欲

を高めていただきたく思います。 

３学期は、１年間のまとめを行い、卒業後の生活や次の学年へとつながる大切な時期です。冬

休み中の事故やけが等には十分に気をつけて、充実した冬休みとなることを願っています。  
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～ 令和７年度 学校祭 ～ 

先日の学校祭には、多くの保護者の皆様、地域の皆様、卒業生 OB の皆様に御来校いただき、

心よりお礼申し上げます。今年度も生徒が日頃の学習で培ってきた力を発揮する場として、ステ

ージ発表や学科製品販売を実施しました。ステージ発表では、各学年がそれぞれ創意工夫を凝ら

した発表を行い、多くの温かい拍手をいただきました。ま

た、学科の製品販売では、それぞれの学科で学んだ技術や

知識を生かした製品や丁寧に育ててきた野菜や花をお買

い上げいただき、生徒は大きな達成感を得ることができま

した。皆様から寄せられた拍手や励ましの言葉、そして御

協力は、生徒の成長を支える何よりの力となっておりま

す。本当にありがとうございました。 

 

～ 現場実習の様子 ～ 

１年生は、９月下旬から５日間の現場実習を行いました。実習中

は、「行ってきます。」の元気な挨拶や姿、疲れながらも帰ってきた

ときの満足げな表情は大変印象に残りました。少ない実習期間では

ありましたが、日ごろの学習の成果と自己理解の機会となり、今後

の進路選択にも大変貴重な機会となりました。 

 ２年生は、夏休み明けの９月８日より、２週間をかけて行われま

した。今年度の現場実習は、学校からの引率、学校からの単独、自

宅からの単独、グループホームからの単独というように多様な形態

で行われました。途中で課題が明らかになったケースもありました

が、全員が最後まで現場実習をまっとうしたことは大きな成果であ

ったと考えます。 

 ３年生は、就職や福祉事業所の利用を「前提」として実習を行い

ました。保護者の御協力もあり、無事に６週間の実習は終わりまし

たが、そこがゴールではありません。残り少ない在学期間ですが、

現場実習の評価として課題に挙がった「大人（教師）と物怖じせずコミュニケーションをとる力」

を育み、少しでも早く職場に適応して活躍できるよう指導を進めます。  

 保護者の皆様や現場実習を受け入れてくださった事業所の皆様、御協力と御支援をありがとう

ございました。 

 

＜大まかな行事予定＞ 

１月１９日 第３学期始業式 ２月 27 日 卒業生を送る会 
１月３０日 令和８年度入学者選考検査 
２月 ２日 

３月 ６日 卒業証書授与式 

２月 ４日 地域ボランティア（２学年） 
      予備日：12 日 

３月 24 日 第３学期終業式 
      離任式 

※お知らせ※ 

ほっかいどう教育広報誌「ほっとネット」が発行されました。  

右の二次元コードを読み取り、御覧ください。 


